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 対象者は、保護者および本人の同意が得られた 13 名を対象に看護介入プログラムを実施したが、セ
ッション期間内に精神症状が不安定になった 1 名の看護介入を中断したため 12名を分析対象者として
いる。男女は各 6名、平均年齢は 15歳、自閉症スペクトラム指数（AQ）は 27.9点であり、高機能自
閉症の疑いの強い 33 点までは至っていないが、精神状態と行動を評価する自己評価のユースセルフレ
ポート（YSR）や保護者が対象の評価を行った子どもの行動チェックリスト（CBCL）では、ひきこも





























平成 30年 1月 25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
 よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。  
